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であった。多くの作業の人員，作業資材が農道を占めると作
業に支障があるとのことが主な理由であった。このため試験
圃場は，地域慣行品種を用いるが，地元の移植のピークより
5日から 1週間後の移植としたところである。その結果とし
て，移植期は佐賀平坦部とほぼ同一時期となっている。
移植時期が遅れることで，周辺水利慣行と比較して苦労を
するのが，「中干しの時期」と，体系処理の 35日～ 40日の
後処理とのタイミングである。出来るだけ地域水利慣行に合
わせる努力が必要となっている。
また，足場・枠設置，回収には，多くの人員を要する。こ
のため土曜日曜のタイミングで，地域活性化・振興に貢献し
ている地元NPO法人の会員を中心に，出役をお願いしてい
るところである。しかし，降雨があっても作業変更が出来な
いことが悩ましいところであり，天気予報に一喜一憂する時
でもある（図 -2）。
なお，事務所は圃場から約 2km離れた市役所の遊休施設
をNPO法人が借用されているが，その一室を市から有償で
借用している（図 -3）。

３．スクミリンゴガイ対策

当該試験地の試験実施において，最も注意を払うのは，根
絶が困難なスクミリンゴガイの防除である。冬場の耕起と
併せて，水田期間においては，移植から１ヶ月余りは，7～
10 日毎にスクミリンゴガイ対策の薬剤処理を実施する。ま
た，試験区予備枠を一定数設置して，処理前に雑草発生が著
しく少なくなる試験枠が生じた場合は予備枠を活用してい
る。目視出来る成虫は当然捕獲出来るが，目視出来なくとも
枠雑草発生に影響があることも希にあり，本試験地の永遠の
課題でもある。

４．試験実施上の工夫

試験地は砂壌土であるため，荒代掻き，代掻きを実施して
も，日減水深が約 1cm前後ある。筆者自身が年齢を重ねて
いることもあり，処理して以降１週間は，処理時期毎に色
を違えた目串を枠のU字管とラベルのポジションにおいて，
常に目視出来るようにして，水管理に誤りがないように細心
の注意を払っている。
また水稲の生育調査においては，NPOのメンバーでは個
人差を生じる恐れがある。このため，研究・普及組織OBと
JA指導員OBの「プロ」に出役をお願いし，データの信頼
性を高めるように配慮している。

おわりに

地元農家の方は，試験1年目は完全に高みの見物であった。
しかし試験 2年目以降は，圃場作業中に町内の農家も含め
て缶コーヒーを持って，栽培の相談や雑談に来られるように
なった。これからも，地元農家や生産組合との接点は大切に
しながら，試験を実施していく所存である。
なお，試験開始 2年目以降は，足跡などからアライグマ
やイノシシと推察される野生動物が圃場周辺で出没するよう
になった。恐らくは，厳木川周辺の雑木林の中に潜んでいる
ものと考えられる。試験水田への実害は出ていないが，注意
が必要である。
今後とも地元農家の理解を得つつ，九州研究センター，県
農試，NPO会員，研究・普及・JAの OB等と連携を取りな
がら，適正かつ精度の高い試験実施に務めていきたいと考え
ている。

図 -3　事務所図 -2　試験区設置
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■協会だより
■■試験成績検討会
●2026年度水稲関係除草剤沖縄試験成績検討会及び拡散性
　中間報告会（Web会議）
　日時：2026年4月23日（木） 14:00～17:00 

■■2026年度植物調節剤の研究開発事業に関わる試験研究
課題の募集について
　日本植物調節剤研究協会では，植物調節剤の有効利用及
び作物・雑草の生理・生態等の研究啓発を目的に，大学，
国立研究開発法人，都道府県の試験研究機関との共同研究
の一環として試験研究を委託している。
　2026年度「植物調節剤の研究開発事業に関わる試験研究
課題」を以下のとおり募集する。
１．対象試験研究課題
　　 除草剤，生育調節剤等の有効利用及び作物・雑草の生理・

生態の解明に関わる課題とする。
２．対象者
　　 都道府県試験研究機関，大学，国立研究開発法人，民

間企業等関係者とする。
３．期間
　　 原則として1事業年度（4月1日～翌年3月31日）とする。
４．試験研究費
　　原則として1課題当たり50万円（税別）を上限とする。
５．応募方法
　　 当協会理事長宛に申込み文書及び試験研究実施計画書

を提出する。
６．審査方法
　　 書面審査により採択課題を決定する。併せてヒアリング

審査を実施する場合もある。
７．成果の報告
　　 試験研究の成果は当該年度末までに当協会理事長宛に

提出する。また，「植調」誌に記事を寄稿する。
８．申込み
　　期限：2026年3月末日（必着）
　　宛先：植調協会　技術部企画課（担当：筒井）
　　〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6
　　TEL：03-3832-4188
　　E-mail：kikaku@japr.or.jp
　　必要書類：応募申請書，試験研究実施計画書
　 （必要書類の様式については，企画課にお問合せください）

■■人事異動等
2026年3月1日付
　　　任　　　　研究所千葉支所　　　　　　熱田　まみ

広　 　　　場 ■除草カタログ　公開中

 
 植調協会は Web サイト「除草カタログ」を公開しました。（https://joso-catalog.japr.or.jp/） 

除草カタログは，難防除雑草や外来雑草など様々な問題雑草ごとに，有効とされた除草

剤の処理時期・処理方法や各種技術と組み合わせた防除体系など，防除に役立つ情報を分

かりやすくまとめて発信するとともに，全国各地で実践された問題雑草の防除レポートを

掲載して，ユーザーの皆様に情報共有していただく Web サイトです。 
問題雑草で困っている農家の方々や技術普及関係者の皆様に少しでも早くご活用いただ

きたいと考え，現時点では掲載草種数等が少ない状態ですが，試験運用を開始しています。

今後も掲載情報を充実させてまいりますので，ぜひご活用ください。 
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